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麓 ⑬§ 、〕 真
昭和３８年４月１日より長

野市に於いて私学校にまいり

ました。本当に長野は良い所

です。私の担当するのは、陸

上、バレーの２件です。特に
陸上をやっている生徒達が退

部して行き、春の市内高校の

大会に２，３年組が退部をし、
大会にどのような事でやれば

と思い、新入生のみの大会で
はと考えていると、バレーの４Iまと考えていると、バレーの生徒達が、「先生、私

達をつかって下さい」と、特に２年生の体格の良い
生徒がよってきたので、投てきをそれを円ばんを使
用させ、常に走る事を指導しましだ。

１年生２名、２年生１名、３年生１名のリレーを
つくり始めてのメンバーです。終わってみて、ゴー
ルしたときは２位でした。２年生の生徒は円盤で懸
命にやり、あと１ｃｍあればインターハイとなりま
した。１年生もそれが３年になり、大分県にインタ
ーハイに行き、頑張りましだが、（５種競技）残念
でした。生徒達に常に勉強を常に走りましょうと言
い、冬は走りとソフトボールをしていました。７年
間勤めました。学校の狭いグランド（150Ｍ）に市
内高校より強い連中が練習にきていました。ハード
ルと投てきをやっていました。生徒達が特にハード

鍵⑩e②卿
ルが１，２位が他校に負けて

ると言っていました。（他校
よりは掌校の許可をもらって

きていました。）

先輩、先生方にはいろいろ

と指導をいただきましてあり

がとうございました。計時審

判員、決勝審判員のみなさん、
あの頃は本当にありがとうご
ざいました。

昭和51年８月1～5日全国高等学校陸上競技対校
選手権会（長野市）

昭和53年10月16～20日国民体育大会秋季大会
（松本市）

昭和53年10月28～29日全国身体障害者スポーツ
大会（松本市）

昭和56年８月22～23日日本、中国、カナダ対抗
ジュニア陸上競技大会（長野市）

昭和60年９月8日国際陸上競技長野市大会
昭和63年９月１５日オランダ・中国・日本ソウル
オリンピック陸上競技タイムトライアル長野大会

平成2年９月9日日本学生陸上競技選手権大会（長野市）
平成17年８月27日東海選手権大会（松本市）
平成18年４月１６日第8回長野マラソン。

第２回車いすマラソン

名、会員名を掲載させていただきます。（順不同）
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今年も長野県縦断駅伝競走大会、長野市チームの為
に、ご協力を頂いた各企業の方々 、会員の皆様方、誠
に有難うございました。心より感謝申し上げます。
皆様方からご支援、ご協力を頂いたお陰で、２年振り
９回目の優勝を果たす事ができました。この優勝にお
ごらず、又来年に向かって選手達と共に、努力してい
くつもりでおりますので、これからもご支援、ご協力
の程よろしくお願い申し上げます。ご協力頂いだ企業

難蒲蕊騨瀞鰭、
長野赤十字病院㈱芝上建設㈱長谷川体育
裏正満飯島道信夏目敏古津久四郎
山本晴雄寺島大士古田新造浦野義忠伊藤利博

会報14号（11月8日）付けの訂正‘
内山先生博士号の記事で、名前丁冶→ず治。『陸上競技場サーフェンス』今サーフェズ
競技場の使用延長の会長の記事で、白紙にペンうんぬんの件については、陸上関係者が、許可を得て記入した事が判明しました。

－、

鯛 鶴麓鴎
第55回記念長野県縦断駅伝競走に金メダルを首にかけてあげられた

2006.11.18-19開催され、長野市がことに喜びを感じました。まだ、昨
見事２年ぶり通算９回目の優勝。お年はゴール地点で上伊那の胴上げを
まけに、なんて言うと失礼になるが、指をくわえて見ていましたが、今回
大会最優秀選手に女子18区で区間新は良く頑張って頂き、長野市チーム
を出した小田切亜希さんに決定。誠の胴上げを笑顔で見ることができま
に嬉しい限りであります。１１月20日した。１１月30日（木）ホテル信濃路
の信毎記事は最高。選手ではないので優勝祝賀会兼忘年会。この上ない
に竹内万祐先生まで選手より大きい勝利の美酒に酔いしれました。
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長野市チームにメンバー入りして 徳武源介

１１月１８，１９日に、第５５回長野県縦断駅伝が

開催されました。私は、昨年まで上水内のメンバーと
して、県縦に７回出場させて頂き、上水内が２１年ぶ
りの復活を果たし、４９回大会で復活後最高の８位入
賞を果たしました。

小さな頃から、上水内のユニホームを着て走る父を
見て「いつか自分も上水内のユニホームを言て走りだ
い」という気持ちが強くありましだ。そして、社会人
１年目、念願の上水内メンバーとして県縦を走り、数
年後には自分がチームを引っ張っていかなければなら
ない１人になっていましだ。そんな中、戸隠村が長野
市への合併の話が持ち上がりましだ。私の心の中で、
「自分を育ててくれだ上水内を離れたくない」「何と

力､上水内で走りたい」そんな気持ちが強くありましだ。

しかし、２００５年１月に正式に合併。そして、県縦
は今年の大会より、合併後の枠組によるチーム編成と
なりました。決まった時は正直言いますと、複雑な気

や雷悪筆鳥脇合胃蕊溌雛蔚
のにも関わらず、前島キャプテンはじめメンバーの皆
様が温かく迎えて頂き、本当に感動しました。この場

瀧喧号鵠長野原寵間
可

可

3年ぶりにチームに侭帰して 大久保貴志

今回優勝することができたのは、応援していだだき
ました皆様のおかげだと感謝しております。
今年１年間、田中監督や前島キャプテンの指導のも

と練習に励んでまいりましだ。選手１人１人、様々 な
おもいで今回の長野県縦断駅伝に望んだと思います。
昨年、３位という悔しい思いをした選手、合併で新し
く入ってきた選手、大学から地元に戻ってきた選手。
私も実業団から地元に戻ってきた１人です。このよう
な色々な選手が一丸となれたからこそ優勝を勝ちとれ
たと思います。

私は、３年ぶりにチームに復帰し
ました。今年に入り、東京・琵琶湖・
長野と３ヶ月間に３本のマラソンに
出場しました。その疲れが取れず、
今期あまり良い成績を残すことがで
きませんでしだが、田中監督は４区
16.4Ｋを他の選手に替えることなく

－１－

をお借りし感謝申し上げます。そして私は自分が必要

とされる以上、長野市のメンバーとして駅伝を走ろう

と気持ちを切り替えましだ。

大会３週間前、私は１２区を走ることが決まりまし
た。アンカーはプレッシャーもあり、今年は故障も続

き、本格的に練習ができたのも９月からとあって、不

安もありました。
大会当日、今までにないプレッシャーを味わいまし

た。全佐久が大きくリードしていましたが、プレッシ
ャーの中、私は全員を信じ、必ずトップで来ると信じ

ていました。信じていた事は現実になり、熊田君はト
ップでタスキをつないでくれました。私は気負つだせ

いか、自分の走りができないままでしたが、トップで
ゴールテープを切ることができました。２日目も勝ち、

この喜びを忘れず、トップを走り続けていきます。
今後もチームの一員として貢献します。

私を使ってくださいましだ。私は、その思いを無駄に
したくない一心で、体調を戻す練習やマッサージ、針
治療などをおこない仕上げてきました。その結果、３
位で襟をもらい２位へと順位を上げ、チームに流れを
作ることができました。

この長野県縦断駅伝がなければ、私はここまで成長
できなかったと思います。私はこの駅伝から多くのこ
とを学び、青東駅伝・国体など県代表として走ること
ができました。そして中山監督が指導している愛知製
鋼陸上部にも入ることができました。愛知製鋼では、
レベルの高い練習ができ、ハーフマラソン・マラソン
などで自己ベストを更新。また、ニユーイヤーの予選
会、中部地区大会では２年間選手として走ることがで
きました。私が愛知製鋼陸上部に所属していだのは２
年間だけですが、とても充実しだ２年間でした。
これからの私は、今までの経験をどれだけ伝えられ

るかわかりませんが、若い選手の育成に務めていきた
いと考えています。
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優雪勝を支える社,会興人j選手一第55回長野県縦断駅伝より－ Ｉ 中村好成

今年の県縦断駅伝で、私は２０人の選手がつないで
くれだタスキをゴールまで届ける役割を任されましだ。

不安や緊張はありましだが、初日に大きなアドバンテ

ージを得ていたことで、心のゆとりを持つことができ、
大声援を送る仲間が待つゴールをトップで駆け抜ける
ことが叶いました。サポートして頂いた関係者の方々

に対して、この紙面をお借りして、まずは一言述べさ

せて下さい。「本当にありがとうございました！」と。
今大会では、新たに「ふるさと選手」制度が導入さ

れましたが、終わってみれば、我々だけでなく準優勝

の上伊那もふるさと選手を起用することなく、各地域

で地道に練習を重ねているチームが上位に並びました。

一方で、有力選手を実業団からレンタルし、長距離

区間で貯金を作り出そうとしたチームの成績はふるわ

なかったようですが、地域の合同練習を重視せず、選

手間の仲間意識も薄かったという話も耳にします。も
しそのようなチームがあるとすれば、駅伝の本質を見

誤っているとしか思えず、残念でなりません。

長野市チームの土台は、前任の丸田監督や高野主将

らからも受け継がれている「和」に支えられています。

活気あふれる練習会の雰囲気や、メンバーの温かい人
情に魅力を感じ、市外の会社に勤務しながらも、長野
市から出場することを選択しだ選手も少なくありませ
ん。時間的・金銭的に恵まれた実業団選手に対し、我
々が日常勤務の傍らで、限られた時間をやりくりしな

伽る序蛎成霊(慣霞迩踊１３型儲

がらも練習を続けることができる理由

は、そこにあると思います。当座の成

績のためにレンタル選手でタイムを稼
ぐのではなく、時には時間をかけてで

も、後進を育成するだめに、地域の練

謡箸鴬螺詫際鳥爾
く本大会の目指すべき方向であってほ

しいですし、今後も長野市を本当に強

いチームにするために、力を合わせて
いきたいと思います。

ジュ三ア選手権大会に入賞して －－」桜ケ岡中学校3年中田倭菜
り替え、自分が楽しめる走りをしよう、と決めて、準
決勝に臨みました。それにより、イメージ通りの走り

ができ、準決勝は１４秒台が出て、８位同着でしたが、
９人で決勝に進むことができました。

決勝が始まる頃は、外が暗くなり、競技場がライト

アップされ、まだ違う緊張感につつまれていました。

私にとっては中学最後のレースです。リラックスして

最高の走りをしよう、ただそれだけを考えていました。
走り終わり、８位入賞で、ベストの１４秒８２が出た

と分かった時は、本当に嬉しかったです。あの雰囲気

は、一生忘れられません。この結果が出せたのも、指

導して下さったコーチの先生、応援して下さった方々

がいたからです。本当にありがとうございました。高

校へ行っても、常に最高の走りができるよう、頑張っ
ていきたいです。

ジュニアオリンピックは、

ハードルに出会った私が、１

年生で最初に経験した全国大

会です。それから今までにも、

いくつかの全国大会に出場さ

せていただきましたが、少し
づつ記録はのびてきているも

のの、１度も決勝まで進む事

はできませんでした。なので、

私にとって中学校生活でハー

ドルを跳ぶ最後となるこの大会には、特別な思いがあ

りましだ。

前日練習は、思い通りの走りができず、不安のまま

ＪＯ当日を迎えました。予選は、１５秒４８とやはり
最悪な結果が出てしまいました。なので、気持ちを切

Ｌ－

雷

－２－
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’山本晴美選手１７年間の選手生活閉じる
山本晴美

あっという間の１７年間でした。私は小学生の頃に

ソフトボールをしていましだが、中学ではソフト部が

ない為にバレーボール部に入部しようとしていだ私が、

陸上競技に足を踏み入れだのは、山田良徳先生の勧誘
でした。３回ほど断つだのは記'億にありますが、短距

離選手として入部しました。入部した私を容赦なく鍛

えていただいて（笑）毎日家に帰るのがやつとという

感じでした。ソフトボールをしていたせいもあり、３
年生の時ジュニアオリンピック大会のボール投げ競技

で３位になったのがきっかけで、高校でやり投げをは
じめました。

『､諜瀦驚蕊難：
やり投げの練習も１投１投大事にしっかりと投げる意
識を持ちながら、インターハイ出場を目標に日々歯を

食いしばって頑張りましだ。夢のインターハイに出場
が決まった時は、優勝候補の一員に名前を挙げていた

だく位になり、それによって入賞ではなく優勝目指し

て気持ちを高めていったのを良く覚えています。

インターハイ・国体共に４位という、自分にとって

は残念な結果になりました。優勝したのは、今の日本

記録を持つ三宅貴子でした。彼女と同じ大学に通うこ
とになり、日々常に彼女と競争でした。ジャンプにし
てもダッシュにしても彼女は絶対に私には負けない！

と言ってはどちらかが『参りました』と言うまでは本

数がどんどん増えていきました。１６時からの練習で
終わるのが２０時から２１時。寮のご飯はいつも冷め
た物を食べていました。当時の中京大学のやり投げ選
手層が厚く、校内選考が全国大会をしている状態でし
た。１年次にインカレに出場し３位になりましたが、
２，３年と出場できず、４年生の時に何とか出場権を
得て、４年間インカレ経験のある三宅を抑えて優勝す

(;季雪､ることが出来ました。これは、やり投げ競技１７年間
《の中で一番興奮した大会でした。

やり投げするのは、もう大学生までだと思っていま

ノー一

文大陸上競技部は、現在マネージャーを合わせて
１１人で活動しています。

今年の成績は北信新人総合３位、県新人総合３位、
北信越新人では個人４名、400ｍＲ、1600ｍＲに出
させて頂きましだ。その中でマイルリレーと、個人
３名が入賞という好成績を挙げることができました。
今、私たちは来年に向けて冬季練習に励んでいま

す。主に体力づくりで、メディシンボールやバーベ
ルを使つだり、ダッシュ、ＪＯＧ等を行なっていま
す。来年結果を出すためには、この冬が一番大切な
ので、部一丸となって練習に取り組んでいます。ど
んな練習でも明るいチームのムードメーカーがいる
おかげで、いつも明るく元気で楽しい毎日を送って
いる陸上競技部です。
来年のチーム文大の最大の目標は、１人１人『全

国大会』に出湯することです。今まで夢だと思って
いた全国大会。今はそうではありません。限界は自
分で作るもの。諦めないで前に進めば必ず結果がつL塞謹

益、

瀧騨灘霧識

した。長野に帰ってもコ

ーチはいないし、思い切

りやりを投げれる環境に

ないし、誰も社会人で競

技している選手がいない

と思っていたから。長野

市役所で大変わがままを
聞いていだだいてお世話

になり、何とか競技を続

けることを決めて、休み
や遅番の午前中を利用し
て練習をしましたが、大て練習をしましたが、大学生の時よりかなり練習量が

減り、思い切りウエイトトレーニングできる場所もな

く途方にくれていました。それでも、企業に属して競

技が仕事になっている選手にはどうしても負けたくな

くって、使える時間でどう練習していくのかすごく考
えていきましだ。その老えだ練習方法がうまくいき．､

社会人２年目にバンコクで行われたアジア大会に日本

代表で出場することが出来ました。結果は５位でしだ
が、すごく手ごたえがあり、優勝は出来なくても３位

になれる自信がありましたが、あまりの体調、コンデ

ィションが良かった為に、逆に空回りしてしまいまし

だ。それからオリンピック出場を目指しましたが、結
局アジア大会が一番大きな大会となってしまいました。

本当にたくさんの方々に応援され、支えられ17年間

競技をしてこれました。もちろん家族、職場の理解が
なければこんなに長い間やってこれなかっだので、と

ても感謝しています。これからは、今まで痛めつけた

体をケアしながら、私の経験してきたことを伝えてい
けだらと思っています。

最後に、私の為に一緒に泣いたり笑ったりしてくれ

た家族や友達、やり投げの練習を円滑に出来るよう色
んな施設を投げれる環境にしていただき、大会や遠征

の補助をしていだだいた長野市陸協の方々に深く感謝
いだします。本当に長い間お世話になりました。あり
がとうございました。

里

脇睦逼翼編瀞誠
ｉ識

－３－

いてくる。自分を信じ、仲間を信じ、これからまた
更に大きく成長し、チームが一致団結して、必ず夢
をつかみとってみせます。

強い精神力を養うと共に、競技者としてすばらし
いアスリートを目指して頑張ります。
これからも文大へのご指導、ご支援を宜しくお願

い致します。文大長野高校部長尾身綾
－〆
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